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4月 i一一一一一一一一一一
財 t 友
産会
づ員
{の
り協
の カ

且事 そ
ど町1

も づi

な(
りr ワ

写真=うさぎ狩恒に向う醐互会員

-h 

i
t
一

円野
う
さ
ぎ
退
治
い

植
林
地
の
大
敵
。
針
う
さ

5

。
退
治
は
、
猟
友
会
瀬
棚
支
部

の
協
力
て
二
月
か

b
三
月
の
問

一回
に
わ
た
り
台
右
、
花
石
地

区
の
ほ
か
小
倉
山
(
北
桧
山
町
)

の
三
地
区
て
行
な
わ
れ
た
。

結
果
は
良
好
な
成
績
で
あ
っ
た

好
う
さ
ぎ
に
よ
る
被
害
は
お

も
に
カ
ラ
マ
ツ
、
ポ
プ
ラ
に
多

(
町
内
て
年
間
お
よ
そ
三
万
本

の
人
工
林
が
被
害
を
、
7
け
て
が

るつ
o lfj' 

こネ
のズ
野 2
:) tこ
さ次

" ( 対 戸大
策敵
u: て
植 あ

林
者
の
問
て
し
ば
し
ば
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
、
』
、
?
し
た
猟

森
林
造
成
の
た
め
に
も
町
民

ぞ
っ
て
の
、
?
さ
ぎ
、

の
ネ
ズ

退
治
に
協
力
す
べ
き
で
あ
る
。

「一一開票

四
月
十
五
日

午
後
九
時

役
場
金
続
室

投票時間

午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で
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附
和
凶
十
二
年
度
一
般
会
計

特
別
会
計
歳
入
歳
出
子
却
な
ど

を
梓
開
削
す
る
た
め

m
m一
回
定

例
町
議
会
は
三
月
十
五
日
招
集

さ
れ
二
十
古
田
ま
で
の
十

一
日

間
に
わ
た
っ
て
審
議
さ
れ
ま
し

た
。
会
期
中
に
帯
時
附
さ
れ
た
限

裂
は
十
七
件
、
陳
情
十
八
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
制
定
さ

れ
た
条
例
は

『
稲
内
改
詐
対
策

特
別
事
業
資
金
造
成
基
金
金
例

』
『
同
保
柑
院
事
業
の
設
内
停

に
凶
す
る
条
例
』
の
ほ
か

「
今

金
汗
年
学
級
』
も
開
設
さ
れ
る

こ
と
に
な

D
宝
し
た
、

こ
の
た
め
四
十
一一
年
度

一
般

会
計
千
羽
総
制
は
二
位
四
千
四

百
三
十
一
万
七
千
円
で
凹
十

一

年
度
当
初
干
鉱
に
比
べ
て
七
千

六
百
九
十
九
万
三
千
円
の
減
舵

に
な
り
ま
し
た
。
お
も
な
歳
山

『

干
担
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

舶刷会
費

七

、

八

二
三
千
内

総
務
的
問
九
、
六
五
七

民
生
野
一
九
、
。
。
三

術
小
山
川
問
、

一一一五
三

山
林
水
腕
凹

O
、
二
八
十

:

1
 

商
仁
賢
二
、
三

O
三

士
木
山
二
六
、

x
=一二

昭
和
四
十
二
年
度
予
算
決
ま
る

三
億
六
千
七
百
三
十
七
万
円

額

‘ 

消
跡
胤
M

，
六
、
九
七
九

教
育
質
問
二
、
六
六
六

時
叫
一
二
三
、

O
一一一

O

公
債
山
町
二一

、
四
九

O

守
的
政

二
O
O

ま
た
特
別
会
計
で
出
国
E
修印刷

保
険
事
巣
勘
定
凶
千
三
百
六
十

三
万
四
千
円

と
助
特
別
会
計
百
十
六
万
凶
千

円、

明

附
品
水
泊
恥
業
特
別
会
川
凶
百

五
十
二
万
九
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

第

一
固
定
例
隣
会

J

町

長

施

政

方

針

骨
格
予
算
編
成
て

こ
こ
に
昭
和
四
十
二
年
度
今

金
町
総
千
匹
誌
の
編
成
に
当
り

机
本
方
針
世
述
べ
ま
す
と
、
ま

ず
千
羽
編
成
の
メ
ド
と
な
る

同
の
干
れ
れ
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
国
会
解
散
の
関
係
上
例
年
よ

り
大
相
に
お
く
れ
決
定
を
見
た

4十

( 

司町
3<.，' 

旨
、-'

わ
け
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
本

町
に
於
て
も
統
一
選
弔
白
改
選

別
に
当
り
、
こ
れ
ら
札
管
制
楽
し

て
義
務
的
格
引
を
主
体
と
し
た

。
廿
栴
ザ
官
。
編
成
を
L
問
、

沼
町
干
野
作
定
合
待
っ
て
揃
正

を
行

3
こ
と
も
止
む
や
仰
な
い

現
況
で
あ
り
支
す
。
し
た
が
っ

て
次
の
定
例
殺
害
芳
ご
検
討
を

願
う
こ
と
に
主
つ

バ
い
ま
す
。

』

i

米
作
、
酪
農
、

業
を
柱
に

林

一
応
の
法
本
附
恕
と
し
て
本

bvh府
の
地
域
社
会
を
形
成
し
て
お

治
喧
す
出
来
に
つ
き
ま
し
て
は

適
地
適
産
の
原
則
に
し
た
が
い

令
ま
し
て
米
円
色
酪
出
に
あ
わ
せ

斗
山
林
業
を
加
え
た
一一一
y
の
柱
を
法

幹
と
し
て
国
、
道
の
施
策
協
銅

山
山
梨
を
布
地
、
ニ
ん
ご
の
開
発

民

推
進
を
附
る
こ
と
に
す
る
し
だ

い
で
寸

。

ー

米
作
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利

別
川
刑
持
流
峨
を
主
体
と
し
た

り
.
本
利
状
況
、
経
百
組
制
、
立
地

長
件
に
烈
ま
れ
た
地
肢
を
水
間

専
業
地
川
と
し
、
同
UH
か
ん
ば

‘、
L
W
F

い
事
業
と
併
行
し
て
農
業
桝
造

・ι
4

九
山
寸

改
古
事
準
備
を
促
進
、
労
働
生
産

必
h
t

刊
の
向
上
官
閑
り
蚊
軒
目
標
水

.

m一z
f
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
同
鹿
市

一
万
五
千
屯
の
実
現
に
努
力
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

酪
農
娠
興
対
策
は
、
乳
価
問

閥
、
小
川
肌
数
飼
育
拠
家
の
多
い

こ
と
、
育
成
牛
飼
育
の
負
担
過

由
、
飼
料
法
椛
そ
の
他
の
問
題

で
仲
ぴ
悩
や
ん
で
い
る
が
、
昨

年
は
乳
民
四
千
六
百
四
十
屯
町

一
応
九
千
九
百
二
十

一
万
円
前

年
に
比
べ
二
十

μ増
加
し
て
い

る
が
、
現
在
の
飼
育
頭
数
二
千

八
百
百
四
を
五
カ
年
計
画
で
五
千

二
百
到
に
す
る
よ
う
飼
料
法
縫

の
開
発
と
育
成
牧
場
の
弘
充
を

す
す
め
右
た
め
に
道
酎
m
m
M
泌
を

通
じ
計
画
概
要
を
帯
荒
木
年
度

中
に
成
案
す
る
干
定
で
あ
り
ま

す
。林

業
振
興
に
つ
い
て
は
民
有

林
干
ヒ
百
へ
ク
タ

t
ル
を
有
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
人
口

林
刷
引
は
千
三
百
へ
ク
タ
ル

、
年
間
百

ヘク

タ
ー
ル
の
進
捗

山
中
あ
で
り
凹
l
h叶
度
か
ら
林
業

間
造
改
時
事
業
今
ー
す
す
ゆ
て
い

る
の
で
こ
れ
を
機
会
に
こ
ん
ど

は
、
不
能
慌
林
サ
を
整
聞出
し
て

冷山首
附
林
、

問
地
造
林
を
凶
係

同
体
協
力
の
も
と
に
緑
化
掛
進

を
閃
り
林
道
剰
の
整
備
も
桁
極

的
に
す
す
め
た
い
と
思
レ
ま
す

，'IIJT 

ァ発
'，;. )R 
!iリ ぷ
てコ ' 
け

ー

商
工
業
の
発
肢
は
現
在
も
す

。
す
ん
で
い
る
が
、
ど
ん
な
形
で

す
す
む
か
採
く
認
識
、
ま
ず
商

工
業
者
自
問
鮎
を
強
化
し
、
町

づ
く
り
の
た
め

4
門
的
都
営
診

断
は
も
ち
右
ん
、
商
山
街
の
専

門
家
に
よ
る
調
資
ス
同
断
な
ど
遂

次
実
施
都
市
計
州
の
完
成
と
併

行
、
活
発
な
発
展
を
阿
る
。
今

金
小
学
校
の
改
築
も
次
年
度
よ

り
許

t
の
運
び
で
あ
り
、
幹
線

道
路
の
鞍
備
に
し
た
が
っ
て
昭

和
問
十
五
年
度
よ
り
中

7
校
統

ー

千

合
問
題
を
実
臨
す
べ
く
文
部
省

の
奨
励

H
仰
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
検

討
、
そ
の
聞
の
判
定
的
問
を
し

て
特
別
教
室
な
ど
年
次
A
向
に

か
り
般
的
強
化
す
る
。

民
生
関
係
で
の
ナ
し
尿
処
理

腕
投
。
は

t
m一一一
町
合
同
計
耐

と
し
て
検
討
、
今
金
保
健
所
を

中
心
に
具
体
化
す
る
力
斜
で
あ

る
。
ま
た
、
じ
ん
介
処
刑
平
も
一

こ
の
処
理
地

K
の
選
定
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

土
木
関
係
は
綿

一
幹
線
川
改

修
、
旭
線
道
路
、
庁
合
前
広
場

鞄
附、

都
市
計
幽
事
楽
、
公
活

住
宅
な
ど
拡
域
に
わ
た
り
継
続

事
業
と
し
て
叩
誕
す
る
。
さ
ら

に
山
村
屯
気
の
北
川
砂
押
も
実

現
に
努
力
す
る
。
国
保
病
院
も

こ
ん
ど
時
孔
設
備
改
叩
け
を
附
り

病
糊
桶
第
一

TM
B
W備
も
懸
案

事
殺
と
し
、

三
年
計
州
で
実
引

に
則
し
た
い
。
こ
の
ほ
か
こ
と

し
は
開
法
じ
十
周
年
の
有
意
義

な
と
し
で
も
あ
り
記
志
行
事
に

つ
い
て
も
調
査
委
日
制
肢
を
設

け
協
議
す
る
方
針
で
あ
り
ま
す

以
七
刊
格
子
用
之
し
て

一
般
、

特
別
会
計
あ
わ
せ
総
制
三
回
六

千
七
百
一二
十
七
万
円
と
な
っ
た

し
だ
い
で
す
が
、
山
約
し
た
重

要
課
題
の
解
決
は
み
な
さ
ん
の

理
解
と
協
力
に
よ
る
も
の
と
別

件
し
て
い
ま
す
。

i 

ー、
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改
築
が
待
た
し明る

今
金
駅
と
ホ

l
ム

選
挙
に
は
必
ず
投
票
を

今
金
駅
本
庄
の
改
築
と
駅
前
本
屋
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
i

i
の

庁
川
引
の
肱
世
に
つ
い
平
毘
述
て
で
事
務
京
特
骨
宝
な

-

て
三
月
十
円

H
役

場

ど

あ

わ

せ
て
三
百
三
十
一

、
五

7
D
一

大
会
議
本
で
凶
か
れ
平
方
メ
ー
ト
ル
、
駅
間
広
場
は

'
d

一

た

『
今
金
駅
本
用
改
千
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
と
刷
花

主
〈
一

筑
部
川
川
進
務
H
M
協

議

の

一二
倍

以

上

に

拡

川

町

さ

れ

ま

す

す

で
に
み
な
さ
ん
が
ご
承
知

i
-

ぃ
ー
一
-

会
」
で
汗
両
い
川
行
物

さ

ら

に

オ

l
ム

も

上

り

下

り

と

の

こ

と

と

思

い

ま

す

が

、
北
泌

録
押
一

課
長
か
ら

H
式
昂
支
も
に
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な

p
・

道
知
事
と
北
海
道
級
会
総
員
選

t
一

さ
れ
今
秋

lHま
で
ま
し
た
。
こ
の
た
ゆ
川

H

T

Z

三
月
二
十
一
日
告
示
さ
れ

司
H
一

に

完

成

す

る

こ

と

に

に

は

仮

設

以

合

の

設

附

に

と

り

十

五
日
の
投
票
日
ま
で
あ
と
寸

ヒ
ヨ
一

な
り
ま
し
た
。

か

か

り

十

月

に

完

成

す

る

子

定

日

あ

ま

り

に

な

り

ま

し

た

。
す

d
E
一

駅
本
庄
の
改
築
と
に
な
っ
て
い
ま
す
こ
の
工
事
的

で
に
候
補
者
の
選
定
も
決
ま
つ

司
引
町
一

広

場

の

肱

仮

に

つ

い

は

二

千

八

百

五

十

万

円

で

全

額

た

こ

と

と

思

い

ま

す

が

、
次
の

i
一
一

て
は
町
は

同

年

か

ら

町

が

同

鉄

利

川

似

を

引

受

け

辿

こ

と

が

ら

を

品

世

帯

と

し

て

、

正

ふ
憲
一

官

前

川

に

腕

約

し

て

設

工

郡

を

す

す

め

る

こ

と

に

な

し

い

選

挙

で

住

よ

い

町

を

つ

く

ト

一

い
ま
し
た
が
こ
と
し
っ
て
い
ま
す
。

る
よ
う
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

三
つ
-

の
一
月
具
体
的
な
意
こ
れ
ま
で
の
木
造
か
ら
ス
マ

川
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

-

見

が

ま

と

ま

り

四

月

!

!

な

迎

物

に

か

わ

り

細

川

棚

線

⑥

棄

権

は

不

正

か
ら
新
工
の
運
び
に
で
は
は
じ
め
て
の
鉄
筋
駅
舎
と

な
り
ま
し
た
。
改
築
さ
れ
る
駅
な
る
わ
け
で
す
。

腐

敗

の

も

と

⑨

q
z=一-
AMEz--a
vE
Tm
yz-EA
--圭一
孟曹
===・
畠
Z=三五申zzz戸
A曹
一一三
五曹
量
耳咽
-ZE
Z昭
三
A
U
z--AW
喜一一
・・
5==一
品曹
三三

-a'-
主
z.，
量一一
晶Ta--一
.

2
r
:
s
k困
・

げ
に
入
地
し
た
の
が
明
治
二
六

イ

数

戸

も

加

わ

っ

て

、
内
淋
伐
功
紛
が
町
民
か
ら
も
し
た
わ
れ

由ヰ

-L
二
己
J
a
r
h

居
老
4
l
甘
J+市
7
、

年
同
月
で
あ
る
。
以
来
同
志
金
保
道
路
同
町
史
的
架
設
に
協
力
耕

、
附
和
二

-一
年
の
町
制
施
行
と

川
聞
配
川
川

b

f

森
石
郎
翁
と
と
も
に
土
地
問
型

地
の
浩
成
に
全
力
告
け
た
が
と
も
に
利
別
村
か
ら
今
村、

金

/
t
¥

・

道
路
拡
刷、

排
水
出

っ
く
り
と

I

翁
は
耕
地
の
大
部
分
常
小
作
人
森
両
翁
の
冠
宇
を
と
勺

『
今
金

今
村
藤
次
郎
翁
は
明
治
三

年

郷

土

手

つ

く
り
に
専
念
明
治
二
九

山
花
介
穣
自
作
酔
創
設
に
も
方
を
町
』
と
し
た
。
今
村
翁
の
碑
は

愛
媛
県
に
生
れ
早
稲
聞
大
学

政

年

に

は

市

街

地
の
設

定

を

計

画

入

れ

た

。
こ
の
ほ
か
村
会
会
長

コ
イ
九
年
に
町

hh中
心
?
し
か

治
経
済
を
卒
業
す
る
や
本
道
開
宅
地

一
一
一
九
区
画
を
訓
り
役
場

句ぜ
に
就
任
す
る
や
椛
肥
、
防
風
林
も
企
町
が
一
裂
で
き
る
荷
台
地

発
の
甑
嬰
性
に
決
意
を
燃
し
本
符
し
り
な
ど
の
放
地
を
決
め
た
も
の
造
成
奨
励
に
も
当
り
凶
十
年
に
建
立
さ
れ
た
が
凶
器
セ
十
周

4-a'E・・
1
is

の
で
あ
る
。
ま
た
宅
地
一
戸
分
の
長
期
に
わ
た
り
会
長
官
つ

!E

年
を
迎
え
て
翁
の
往
時
が
偲
ば

L
ぺ
明
司
F民
と

し

て

削
口
寸
問
、
普

ニ
イ

め
村
'
唱
の

円

程

告

に

氏

。
れ
て
い
る
。

・

1

6

f
説
明

E
Ju-
-
直

属

間

を

二
十

円

で

希

盟

主

義

献

さ

を

。
昭

和

十

四

立

主

'

開
帳
品
開
嗣
脚
蜘
醐

ι

圃

閉

商

工

業

者
の
誘
世
を
は
ト

り

い

綬

盟

主

r
G
E
た
十
九
年
に
側
拓

，

徳
川
潤
値
圏
園
町

:
F固
ま

の

今

金

市

街

地

を

つ

く

り

あ

功

ぷ

者

と

U
て
そ
れ
ぞ
れ
表
彰

t

l

写
真
日
今
村
翁
の
碑

!
l
 

間
描
圃
圃
園
田

R
J
Pト
一

げ
た
。
翁
の
入
地
に
は
移
民
二
を
う
け
て
い
る
が
、
こ
れ
b

p
J

S

呈=吉
'

主
著

a
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Z
E
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さ
き
り
衆
議
院
議
川
選
挙
で

じ
ゅ
う
ぶ
ん
ご
府
知
の
こ
と
で

し
ょ
う
が
、
来
陥
ζ
モ
不

H
腐

敗
に
つ
な
が
る
危
険
な
も
の
で

あ
り
向
分
の
怖
立
志
、加盟

定
見

無
自
覚
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ

り
ま
す
。
衆
院
選
も
ヒ
四

・
七

弱
、
桧
山
符
内
で
は
七
位
の
不

成
都
で
、
い
か
に
今
金
町
は
来

楠
の
多
い
町
で
あ
る
か
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
。
す
で
に
町
広
報

で
各
投
票
区
の
成
紛
が
お
わ
か

り
で
し
ょ
う
。
も
っ
と
協
力
し

あ
い
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
つ

と
め
ま
し
ょ
う
。

⑥
違
反
は
や
め
よ
う
。

民
き
に
選
挙
出
反
で
す
が
身

近
な
潔
挙
だ
け
に
関
心
も
傑
く

そ
れ
だ
け
に
煎
挙
運
動
か
一
胞

は
げ
し
さ
を
哨
す
も
の
と
恩
わ

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
れ
収
、
供

応
、
戸
別
訪
問
な
ど
問
的
な
謹

反
行
為
も
で
て
女
ま
す
。
新
山

、

テ
レ
ビ
、
ラ

J
T
で
ご
一川
知
の

よ
5
に
衆
院
選
で
か
な
り
の
選

av 

挙
違
反
が
発
見
摘
発
さ
れ
ま
し

た
。
い
や
し
く
も
弘
前
に
か
ら

一一
J

れ
た
り
、
利
慾
に
ま
よ
っ
て
不

正
な
一
哀
を
行
使
し
な
い
よ
う

注
意
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

⑥

不

在

者

投

票

を

大
切
な
選
苧
権
を
主
権
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
不
在
者
投
旧
日

も
あ
り
ま
す
。
投
珂
M
H
の
当
日

選
弔
で
き
な
い
州
人
、
旅
行
者

商
品
の
刊
入
な
ど
で
他
町
村
に

で
か
け
る
場
合
に
は
そ
の
不
在

官
山
を
却
明
す
る
例
制
聞
を
持
え

て
町
選
弔
杭
理
委
員
会
に
巾
し

出
て
下
さ
い
。

以
上
の
ほ
か
く
わ
し
い
こ
と
は

選
挙
情
理
委
員
会
に
問
い
合
せ

下
さ
い
。

7i 

4月28目
長選挙

町

今金町議会議員

金ぷ』
7 

投票日

午前7時より

午後6時まで
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地
域
住
民
生
活
の
向
上
主
発

展
に
寄
与
し
た
実
訟
が
、
新
生

活
松
波
迎
扇
に
大
き
く
只
献
し

た
と
し
て

『
市
原
農
協
婦
人
部

』
『
美
利
河
部
落
新
生
活
運
動

椛
進
会
』
の
二
団
体
が
桧
山
支

庁
長
か
ら
表
彰
さ
れ
、
一ニ
月
二

十
八
日
桧
山
支
庁
山
木
一
総
務
課

長
か
ら
表
彰
状
と
報
償
金
が
町

に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

南
惇
農
協
婦
λ
部
は
部
内
の

食
外
出
問
改
V
H
は
も
ち
ろ
ん
共
同

問
舶
な
ど
で
労
力
、

wm
伐
の
節

減
を
肉
る
ほ
か
共
悶
物
資
の
附

入
、
保
険
料
の
集
金
で
得
た
手

数
料
を
積
立
て
白
力
で
会
館
づ

く
り
に
協
力
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
農
業
組
収
怖
も
ぐ

ん
と
向
上
安
定

ιた
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
奨
利
河
部
落
新
生
活
運

動
雌
進
会
は
部
高
内
の

e

こ
み
処

瑚
の
た
め
ド
デ
ム
借
を
配
位
焼

却
に
当
る
ほ
か
消
火
部
日
の
共

同
購
入
、
カ
と
ハ
，
ー
の
引
阿
防

除
に

つ
と
め
明
る
い
叫
州
立

づ
く

り
に
力
を
八
れ
た
も
の
。
運
動

の
航
進
に
よ
っ
て
部
落
内
の
出

席
串
も
山
主
り
効
批
を
あ
げ
て

い
ま
中
。
ご
間
体
は
こ
ん
ご
・
も

豊
か
な
村
づ
く
り
に
つ
と
め
ま

す
が
、
ほ
か
の
地
問
に
お
い
て

も
こ
の
迎
励
の
仙
川
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
γ

た
し
主
す
。

羅
災
農
家
善
意
に
感
謝

二
川
一
イ
=
一M
M

発
生
の
融
Z

提
出
刊
で
-一
院
川
仁
の
円
る
被
出
し

を
だ
し
ま
し
た
。
な
か
予
も
股

家
町
流
失
、
床
上
、
床
下
浸
水

は
七
イ
余
一平
を
越
え
ご
月
と
し

て
子
畑
山
も
で
き
な
い
毘
刊
に
な

り
ま
し
た
。
モ
こ
で
被
押
州
民
家

を

一
nJ河川町
近
税
引
き
せ
よ
う

と
今
金
町
社
会
稿
剖
協
級
会
(

清
水
匝
議
会
長
)
共
同
募
金
今

金
分
会
(
由
石
批
判
明
会
長
)
が

A

町
に
禁
令
を
呼
び
か
け
み
な

さ
ん
の
協
M
を
あ
お
ぎ
ま
し
た

こ
の
紡
県
千
八
刊
百
」
E

ヒ
一ド一

同
体
か
ら
合
せ
て
十
六
万
三
千

J

九
百
六
十
円
が
ょ
せ
ら
れ
ま
し

た
が
、
み
ん
な
の
丹
誌
を
ど
の

よ
う
に
配
分
す
る
か
と

「
水
押

買
蝉
配
時
協
訴
令
』
を
設
け
三

日
ニ
イ
七

H
役
場
4

品
川
会
で
協

試
1
ま
し
た
が
、
被
刊
の
も
っ

と
も
伊
し
い
二
」
1

八
戸
に
附
る

こ
と
に
決
ま
り
対
公
官
に
配
分

さ
れ
ま
し
た
a

こ
う
し
た
A
な

さ
ん
の
扱
い
普
預
一
が
事
耕
を
待

つ
鮮
民
事
に
J
つ
て
な
に
よ
り

.、もう
れ
L
い
こ
と
で
い
ま

-
h

も
早
い
仮
出
2

ぎ
目
前
金
に
感
謝

l-

し
て
い
ま
し
た
こ
れ
が
人
間
相

任
問
を
献
め
る
現
金
で
も
あ
り

町
の
尭
展
に
つ
な
が
る
普
古
で

も
あ
り
ま
す
。
な
お
町
も
こ
の

ほ
か
」
1

泊
戸
の
制
提
唱
に

-一一
ド

五
千
円
の
七
万
五
千
円
を
見
舞

金
に
附
っ
て
い
ま
す
。

新
入
学
児
童
を

交
通
事
故
か
ら

守

ろ

う

四
月
は
こ
ど
も
に
と
っ
て
い

ち
ば
ん
た
の
し
い
と
き
で
す。

入
学
、
入
闘
、
入
所
と
元
気
に

荊
う
干
ど
も
の
姿
は
、
た
い
へ

ん
ほ
仕
え
一
ま
し
い
も
の
で
す
。

で
も、

こ
の
一
寸
ど
も
の
多
く
は

じ
ゅ
う
ぶ
ん
交
通
の
知
識
は
知

っ
て
い
ま
せ
ん
。
毎
日
危
険
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
幼

い
人
命
を
変
通
事
故
か
ら
守
る

に
は
お
と
な
の
み
な
さ
ん
が
協

力
し
あ
3
こ
と
で
す
。

し乙
く
に
耶
を
巡
転
す
る
人
た

ち
に
と
っ
て
干
ど
も
の
疫
を
み

た
ら
y
ピ
l
ド
を
お
と
し
、
安

全
を
臨
め
て
か
ら
迎
転
し
ま
し

予
仇
ベ
ノ
ロ

さ
ら
に
お
と
な
の
λ
な
さ
ん

も
掛
川ん
の
ひ
と
り
歩
き
は
や
め

さ
什
て
く
だ
さ
い
G

ζ

と
し
も

町
b

あ
げ
て
交
通
市
般
を
な
く

し
別
る
い
町
づ
く
り
に
力
を
あ

わ
せ
ま
し
ょ
う
。

@
入
学
式
は
六
日
で
す
。
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よ
ろ
こ
び
・
か
な
し
み
。

〔
二
月
分
〕

@
出
生
川
名
今
野
州
博
、
燦
本

忠
行
、
外
山
泉
、
光
谷
雅
子
、

出
村

4
・7
v
・松

ι

問
文
‘e
庶
民
山
牧

水
野
野
干
、
小
山
美
郁
恵
、
多

国
真
弓
(
以
上
今
金
〉
島
附
美

(奥
沢
)
両
国
供
二

(
川
代
)

千
葉
智
(
稲
川
〉
中
山
和
幸

(

豊
田
)

@
婚
鋼
7
組
森
山
誠
一

n
本
間

器
干
、
笠
原
勝
一一

u
沢
円
幸
子

、
奥
問
勝
治
U
木
谷
間'子
、
桜

井
茂
"
和
問
ヨ
シ
子
、
航
村
部

H

新
堂
節
子
(
以
半
今
金
〉
中
川

山
俊
明
H
蘇
朕
干

(美
利
河
)

民
間
啓
太
H
奥

mユ
リ
一
寸
(
八

束〉@
死
亡
8
名
赤
石
与
七
郎
何
丸

山
智
柑
晶
子
辺
(
今
金
〉
鈴
木
キ

ァ
曲
(
中
盟
)
水
上
カ
メ
ヨ
刊

(
鈴
金
〉
河
端
り
の
酎
(
間
代
)

楠
原
油
引

(
八
束
〉
品
附
実
。

(奥
沢
)
川
口
サ
キ
打
(
花
石
)

Vド

八
人
物
往
来

V

二
日
H
函
館
社
会
保
険
事
務
所

長
打
合
の
た
め

三
日
H
桧
山
支
庁
経
済
部
長
打

ー

合
せ
の
た
め

桧
山
管
内
体
育
指
~
刊
員

五
十
名
研
修
会
の
た
め

+
四
回
目
雨
前
側
越
川
地
課
長

補
佐
打
合
せ
の
た
め

一
一
↓
凹
日
H

桧
山
支
庁
林
税
制
峠

長
打
合
の
た
め

道
都
市
計
同
訓
長
、
函

館
土
現
道
路
辿
設
課
長

打
合
の
た
め

④
四
月
・
五
月
は

ヤ
マ
ベ
の
禁泊四
期
で
す

①
ヤ
マ
ベ
釣
り
は
、
北
加
泊
内

本
剛
泊
四
業
調
狸
剖
則
で
禁
漁
期

聞
が
き
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

則
川
は
四
月

一
円
か
ら
-h
H
三

十
一
日
ま
で
道
内
の
令
河
川
お

よ
び
湖
沼
で
す
。
じ
ゅ
う
ぶ
ん

な
単
解
が
訊
ま
れ
て
い
ま
す
。


